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日本分析化学会名誉会員になられる

脇 田 久 伸 氏



Hisanobu WAKITA

福岡大学名誉教授



1942 年東京都に生まれる。1966 年東京農工大学工学部工業

化学科卒業，1969 年東京教育大学大学院理学研究科修士課程

修了，1972 年同大学大学院理学研究科博士課程修了，同年 4
月福岡大学理学部講師，1975 年同助教授，1982 年ストックホ

ルム王立工科大学博士研究員，1985 年福岡大学理学部教授，

分析化学担当，2013 年同定年退職，福岡大学名誉教授，佐賀

大学シンクロトロン光研究センター特命教授，名古屋大学未来

社会創造機構招聘教授。この間，2006 年「新規 X 線分析装置

の開発とこれを用いる溶存金属イオンの局所構造と電子状態の

研究」に対し日本分析化学会学会賞受賞，20082009 年日本

分析化学会副会長，20102012 年同監事，2021 年春 瑞宝中綬

章叙勲。

脇田久伸先生がこの度本会名誉会員に御推挙されまし

たこと，心よりお祝い申し上げますとともに，先生の今

後のますますのご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。

また，先生の元で長くご指導を受けたものとして，先生

のご研究と人となりを皆様にお知らせできることは大変

光栄に存じます。

筆者が初めて脇田先生に研究のご指導を受けたのは，

分析化学研究室に 4 年生として配属された 1988 年で，

それから現在に至るまで 30 年以上様々な事柄において

ご指導を賜っています。先生のご専門は分析化学研究室

に講師として着任されるまでは，主に鉱物中の希土類元

素の分析でしたが，着任後は X 線分析に関する研究を

斬新な発想に基づき，活発に展開されました。

初めに，1970 年代に先生は溶液内のイオンや分子の

構造を解析する手法を確立するために，X 線回折装置

を自作されました。その後，当時はまだ国内では普及し

ていなかった，スウェーデンの動径分布解析法のプログ

ラムを改良し解析することで，従来では測定できなかっ

た溶液中の陽イオンと陰イオンの結合における濃度，温

度依存性を明らかにし，分析化学の発展に努められまし

た。また，1980 年代には，窒素配位金属錯体中の金属

イオンの局所構造や電子構造を X 線吸収スペクトルに

よって解明する研究に取り組まれました。従来，シンク

ロトロン光施設でしか測定できなかった X 線吸収スペ

クトルを研究室で測定可能とする自作の X 線吸収スペ

クトル測定装置を開発することを始められました。その

後，得られた X 線吸収スペクトルを解析するために

DVXa 分子軌道法を導入することで，窒素配位金属錯

体の溶液の持つ色や電気的・磁気的性質が溶液中のイオ

ン・分子のナノレベルにおける構造に拠ることを初めて

明らかにされました。さらに，これらの研究に続き，生

体試料や機能性物質中に含まれる軽金属の局所構造や電

子構造を明らかにする研究を始められました。この研究

ではまず，Li イオンの軟 X 線吸収スペクトルを実験室

で測定可能な装置を開発されました。そしてこの装置が

放射光施設で得られる軟 X 線吸収スペクトルと同程度

の精度でスペクトルを与えることを明らかにされまし

た。さらに，水溶液中のナトリウムイオンやマグネシウ

ムイオンの軟 X 線吸収スペクトル測定を放射光施設で

可能にする溶液セルの開発を行うなど，X 線分析の分

野で先駆的なさまざまな研究をされてきました。

先生は温厚で包容力があり，誰からも慕われるお人柄

をされています。私と過ごした 30 数年の中で怒られて

いるところを見たことはほとんどありません。また，細

かなことに拘わられることはなく，研究や教育において

も自由に活動できる環境を与えていただきました。先生

は興味を持たれる分野がとても広く，分析化学の分野だ

けでなく歴史学や考古学などの文系研究者とも積極的に

交流されており，かなり広い人間関係を構築されていま

す。そのため，研究のアドバイスをいただくときには，

先生の広い人脈がなせる技なのか様々な分野からのアイ

デアをお持ちで，私が全く考えもつかないような観点か

ら意義深い提案をこれまで何度もいただくことができま

した。

脇田先生は福岡大学を定年退官後も，佐賀大学シンク

ロトロン光研究センター特命教授，名古屋大学未来社会

創造機構招聘教授として分析化学の研究に携わられる一

方，考古学の分野にも造詣を深められており，この分野

で科研費の獲得をされ，現在も活発に研究を行っておら

れます。この衰えない学問への探究心には頭が下がる思

いがします。最後に，先生には奥様と一緒にますますお

元気であれますようお願いいたしますとともに，さらな

るご指導を賜りますようお願い申し上げます。

〔福岡大学理学部 栗崎 敏〕


